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研究（原著）

COVID-19流行下の乳幼児の父親とその家庭内の
不適切な養育 JACSIS研究

野村 智実 1），帯包エリカ 2），加藤 承彦 3），田淵 貴大 4）

〔論文要旨〕
乳幼児への不適切な養育を防ぐことは，子どもの健やかな成長発達を促進する上で重要である。また，父親の不
適切な養育の実状を理解し，父親に適した支援を検討することで，家庭全体の不適切な養育の抑制に寄与する可能
性がある。本研究では，住民の生活・健康・社会・経済活動の実態に関する調査を行った JACSIS研究の 3年間の
データを用いて，乳幼児をもつ父親とその家庭内における不適切な養育の動向を明らかにすることを目的とした。
対象は，末子が 0～5歳の父親とした。評価項目として，属性，就労状況，父親による不適切な養育（子どもに暴
力をふるった等の 3項目）と，家庭内で行われた不適切な養育（からだを叩く等の 6項目）を用いた。対象となっ
た父親は 2,885人で，2020年 4～5月，2021年 9～10月，2022年 9～10月に行われた父親による不適切な養育の中
では，「子どもに暴言を吐いた」が 10％前後と最も多かった。また，家庭内で行われた不適切な養育では，「大声
で叱る」が 59.1％と最も多かった。本研究の結果から，6％前後の父親が何らかの不適切な養育をしていたことが
明らかとなった。先行研究では，子どもの年齢が低い場合や，親が育児ストレスや困難感を抱える場合，不適切な
養育に至るリスクが高いことが示されている。よって，父親の負担感やストレスを軽減するよう支援することで，
不適切な養育の予防につながることが期待される。
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Ⅰ．目 的

子どもの面前で夫婦喧嘩をする等の不適切な養育は，
子どもの身体面，精神面，社会面の発達や健康にさま
ざまな悪影響を与え，長期にわたってその影響が続く
可能性がある。実際，不適切な養育を受けた子どもは，
健康問題や学業不振等を呈しやすく１，２），成人以降にも
うつ病を発症するリスクが高い等の知見が集積されて
いる３）。また，不適切な養育は，児童虐待や子どもの
死亡原因へと発展する場合もあり，早期の予防が求め
られる。
世界保健機関では，子どもに対するあらゆる種類の

虐待，ネグレクト，怠慢，搾取を不適切な養育として
おり４），それらは父親・母親によって行われることが
多い。アメリカでは，不適切な養育の 76.8％が親に
よって行われ５），国内でも 2021年度の児童虐待の加害
者は，47.5％が母親，41.5％が父親とされていた６）。ま
た，2000年頃より父親の不適切な養育に対する社会
的関心が高まり，国内外で複数の報告がみられるよう
になった。例えば，生後 4か月の乳幼児健康診査の対
象児をもつ父親 1,563人への郵送調査によると，父親
の約 24％が乳児に感情的な言葉を発していたことや７），
生後 2か月児をもつ父親 270人を対象とした対面・郵
送による質問紙調査で，父親の約 8％が乳児を叩いて
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いたことが報告されている８）。さらに国外では，幼児
期から子どもを叩く父親は，その後虐待の加害者とな
るリスクが高いことや９），幼少期に体罰を受けた父親
は，子どもを罰する適切な手段として，体罰を容認す
る傾向があること等が報告されている１０）。しかしなが
ら，父親の不適切な養育に関する報告は，母親と比較
して圧倒的に少なく，その知見は十分とはいえない。
特に，一般的にも子育てに重点的な支援を必要とする，
乳幼児をもつ父親に関する研究は限られる。乳幼児は，
他の発達段階の子どもよりも不適切な養育を受ける子
どもの割合が高く，虐待による死亡者数も最多となっ
ている６）。そのため，乳幼児を育てる父親が，子ども
と適切な関わりをもてるよう支援することは，乳幼児
を守り，健やかな成長・発達を促進する上で重要であ
る。親による不適切な養育を防ぐため，「成育過程に
ある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成育
医療等を切れ目なく提供するための施策の総合的な推
進に関する法律」に基づいた子育て支援の強化や１１），
乳児家庭全戸訪問事業による子育て環境の整備等１２），
行政を中心に妊娠期から子育て期にかけて，切れ目の
ない支援が展開されている。一方で，施策の多くが母
親を主たる被支援者としており，父親への対応は不足
している。親の不適切な養育は，家庭環境の悪化につ
ながることからも１３），乳幼児をもつ父親やその家庭内
の不適切な養育の実状を理解し，父親に適した支援を
検討することは，家庭全体の不適切な養育の抑制に寄
与する可能性がある。そこで本研究では，国内で行わ
れたインターネットコホート調査である「日本におけ
る COVID-19＊問題による社会・健康格差評価研究
（The Japan COVID-19 and Society Internet
Survey；JACSIS study：JACSIS研究）」のデータを
用いて，乳幼児をもつ父親とその家庭内における不適
切な養育の動向を明らかにすることを目的とした。
＊COVID-19（Coronavirus disease 2019）：新型コロ
ナウイルス感染症

Ⅱ．対象と方法

1．対象データ

JACSIS研究の 2020年 8～9月，2021年 9～10月，
2022年 9月～10月に実施された調査データを用いた。
JACSIS研究は，COVID-19問題を含めた住民の生活・
健康・社会・経済活動の実態に関する調査を実施し，
データ分析を行い，科学的根拠に基づいた「住民の健

康と社会活動を守る」ための現実的な社会経済的救済
策や健康増進策の立案につながる情報提供を行うこと
を目的とした，インターネットコホート調査である（h
ttps://jacsis-study.jp/）。JACSIS研究の対象は，イン
ターネット調査会社に登録する，15～79歳の男女約 3
万人で，日本の人口構成に準じた対象を選定するよう，
性別，年齢，都道府県別にランダムサンプリングが行
われている。本研究では，JACSIS研究が多様な発達
段階の子どもをもつ父親を対象に含み，十分なサンプ
ルサイズが得られることや，父親の不適切な行動に関
する項目が縦断的に調査されていることから，研究目
的である乳幼児をもつ父親とその家庭内の不適切な養
育行動の動向を明らかにすることが可能と考え，
JACSIS研究のデータを用いた。本研究は，研究の総
括・データ管理を担当した主機関である大阪国際がん
センター倫理委員会の承認（20084）を受け，その後，
解析担当者の所属機関である国立国際医療研究セン
ターの実施許可（K17）を得た上で研究を実施した。
なお，著者の田淵貴大は JACSIS研究の総括を行う研
究代表者，野村智実，帯包エリカ，加藤承彦は JACSIS
研究のデータを用いて，児童虐待に関する分析・考察
を担当した共同研究者である。
本研究では，Hulley et al（2014）の記述的研究に
おけるサンプルサイズの算出方法に基づき１４），サンプ
ルサイズを以下の計算式を用いて手計算にて算出した。

N＝4Zα2P（1－P）÷W2（Zα：信頼水準が（1-α）の
時の両側 α に対する標準正規偏差で，信頼水準が
95％（α＝0.05）の時，Zα＝1.96となる，P：期待割
合，W：信頼区間の幅）
先行研究を参考に７，８），乳幼児に不適切な養育を行っ

たと回答する研究対象者の期待割合を 0.184～0.281と
見積もり，信頼区間の幅 0.10，信頼水準 95％として
サンプルサイズを算出したところ，割合の推定に必要
なサンプルサイズは 230.5～310.5人であった。JACSIS
研究には 310.5人以上の研究対象者が含まれていたた
め，父親の実状を推定値よりも正確にとらえることが
可能と考え，全ての研究対象者を分析に含めることと
した。なお，本研究では児童福祉法に則り，0～5歳
の未就学の子どもを乳幼児と定義した。

JACSIS研究には「次の選択肢のなかから，下から
2番目を選択してください」という項目が設定されて
おり，指定した回答以外を選択した場合，不正回答と
される１５）。本研究では不正回答者を除き，子どもがい
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る男性のうち，家庭内に乳幼児が少なくとも 1人いる
者を選定するため，子どもがいる，男性，末子の年齢
が 0～5歳を選定条件とした。また，親の年齢は児童
虐待との関連が認められることから１６），親の年齢によ
る結果の偏りを避けるため，18歳未満で子どもをもっ
た若年の父親と，51歳以上で子どもをもった高齢の
父親を除外し，本研究の対象となる乳幼児を 18～50
歳でもった父親から得られたデータを対象とした（図
1）。

2．評価項目

JACSIS研究では，生活，健康，社会的活動，子ど
もへの不適切な養育，育児時間，小児期の逆境体験，
家庭への満足感等，多様な項目が評価されている。そ
の中で本研究では，属性，就労状況，子どもへの不適
切な養育を評価項目として選定した。
i．属性

属性には年齢，最終学歴，配偶者の有無，家族構成，
世帯内の子どもの人数，世帯年収，居住地域（都道府
県），末子の年齢と性別を用いた。
ii．就労状況

就労状況には就労の有無，勤務形態，主たる業務内
容（「主にデスクワーク」「主に人と話したりする仕事」
「主に体を使う仕事」より選択）を用いた。
iii．子どもへの不適切な養育

子どもへの不適切な養育には，父親による不適切な
養育と，家庭内で行われた不適切な養育に該当する項
目を用いた。
父親による不適切な養育として，2020～2022年調
査時に回答者である父親自身が行った，「子どもに暴
力をふるった」「子どもに食べさせられないことが
あった」「子どもに暴言を吐いた」について，それぞ
れ「あった」「なかった」「わからない」「該当しない/
答えたくない」より回答を得た。なお，2020年調査
時は，緊急事態宣言の期間（2020年 4～5月ごろ）の，
2021年・2022年調査は最近 2か月間の不適切な養育
を問うた。また，不適切な養育の項目は，回答者と子
どもの生活状況に関する質問の一部として設定したが，
2020年調査のみ，生活状況に「入学式・入園式が中
止になった」等，全ての回答者に該当しない項目を含
んでいたため，選択肢に「該当しない」を設定した。
家庭内で行われた不適切な養育として，2020年調
査時に家庭内のいずれかの人が子どもに行った，「か

らだ（尻・手・頭・顔など）を叩く」「子どもをなぐ
る」「子どもに食事を与えない」「夜間，子どもだけ残
して外出する」「大声で叱る」「子どもを無視する」に
ついて，それぞれ「しばしばある」から「まったくな
い」の 4件法にて回答を得た。
不適切な養育に関連する質問項目を表示する際，0～

14歳の子どもが複数いる父親には，回答の優先順位
を小学生（高学年），小学生（低学年），中学生，高校
生，幼稚園児・保育園児，大学生，その他と提示し，
優先順位の高い子どもについて回答を得た。

3．分析方法

調査年ごとに記述統計量を算出した。父親の不適切
な養育については，末子の年齢ごとにも記述統計量を
算出した。カイ二乗検定を用いてボンフェローニ法に
よる調整の上，父親による不適切な養育に関する 3年
間の回答の比較を行った。また，家庭内で行われた不
適切な養育と属性（親の年齢，末子の年齢，学歴，世
帯年収）間の関連を，スピアマンの順位相関係数を用
いて評価した。統計解析には IBM SPSS Statisticsバー
ジョン 28.0を使用した。

4．倫理的配慮

本研究は，大阪国際がんセンター倫理審査委員会に
て承認を得た上で実施した（承認番号：20084）。

Ⅲ．結 果

本研究の基準を満たす父親は，2020年調査では
28,000人中 1,105人（3.9％），2021年調査では 31,000
人中 1,187人（3.8％），2022年調査では 32,000人中
1,807人（5.6％）であった。研究対象者のうち，全て
の調査に参加した父親は 291人，2回の調査に参加し
た父親は 632人，1回の調査に参加した父親は 1,962
人で，父親の総人数は 2,885人であった（図 1）。

1．属性

父親の平均年齢は，2020年調査が 36.8±5.9歳，2021
年調査が 36.9±5.7歳，2022年調査が 36.6±5.2歳で，9
割以上の父親には配偶者がいた（表 1）。また，世帯
内の子どもの人数は，全ての調査で 1.7±0.8人であっ
た。居住者の多かった都道府県は，東京都，神奈川県，
埼玉県，千葉県，愛知県，大阪府で，6都府県を合わ
せて 2020年調査は 491人（44.5％），2021年調査は 542

Presented by Medical*Online



第 84巻 第 4号，2025 275

図 1 研究対象者
JACSIS 研究の参加者から，本研究の選定基準に沿って，研究対象者となる父親を選定する過
程を本図にて示した。
脚注．研究対象者のうち，全ての調査に参加した父親は 769 人，2回の調査に参加した父親は
1,202 人（2020-2021 年 426 人，2021-2022 年 639 人，2020-2022 年 137 人），1回の調査に参加
した父親は 2,577 人（2020 年 798 人，2021 年 467 人，2022 年 1,312 人）であった。

人（45.6％），2022年調査は 874人（48.4％）であっ
た。
末子の年齢は，2020年調査が 2.2±1.7歳，2021年
調査が 2.2±1.7歳，2022年調査が 1.9±1.6歳で，男女
比はおよそ 1対 1であった（表 1）。

2．就労状況

就労状況を表 1に示す。父親のほぼ全員が就労し
ており，就労している父親のうち 2020年調査は 1,085/
1,089人（99.6％），2021年調査は 1,168/1,176人（99.3％），
2022年調査は 1,789/1,794人（99.7％）が，フルタイ
ムの勤務をしていた。また，主な業務内容は，デスク
ワークを主とする父親が 2020年調査は 542/1,089人
（49.8％），2021年調査は 566/1,176人（48.1％），2022
年調査は 859/1,794人（47.9％）と，およそ 5割であっ
た。

3．子どもへの不適切な養育

「子どもに暴力をふるった」について，「あった」と
回答した父親は，2020年調査が 51/1,105人（4.6％），
2021調査が 83/1,187人（7.0％），2022年調査が 94/
1,807人（5.2％）だった。「子どもに食べさせられな
いことがあった」について，「あった」と回答した父
親は，2020年調査が 41/1,105人（3.7％），2021調査
が 45/1,187人（3.8％），2022年 調 査 が 73/1,807人
（4.0％）だった。「子どもに暴言を吐いた」について，
「あった」と回答した父親は，2020年調査が 98/1,105
人（8.9％），2021調査が 136/1,187人（11.5％），2022
年調査が 180/1,807人（10.0％）だった。つまり，父
親による不適切な養育の中では，子どもへの暴言の割
合が最も高かった（表 2）。反対に，「子どもに暴力を
ふるった」について，「なかった」と回答した父親は，
2020年調査が 599/1,105人（54.2％），2021年調査が
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表 1　研究対象者の属性と就労状況
2020 年（n＝1,105） 2021年（n＝1,187） 2022年（n＝1,807）

n（%） n（%） n（%）
配偶者

いる 1,089（98.6） 1,172（98.7） 1,798（99.4）
家族構成

核家族 1,024（92.7） 1,130（95.2） 1,732（95.8）
最終学歴

中学校卒/高校卒 210（19.0） 206（17.4） 268（14.8）
専門学校卒/短期大学卒 153（13.8） 143（12.0） 244（13.5）

大学/大学院卒 740（67.0） 833（70.2） 1,284（71.0）
その他 2（ 0.2） 5（ 0.4） 11（ 0.6）

世帯年収
300 万円未満 44（ 4.0） 30（ 2.5） 56（ 3.1）
300-700 万円 542（49.0） 549（46.3） 800（44.2）
700-1,000 万円 300（27.1） 352（29.7） 514（28.4）
1,000 万円以上 146（13.2） 168（14.2） 303（16.8）

わからない/答えたくない 73（ 6.6） 88（ 7.4） 134（ 7.4）
末子の性別

男児 - 622（52.4） 961（53.2）
就労

している 1,089（98.6） 1,176（99.1） 1,794（99.2）
仕事内容

デスクワーク 542（49.0） 566（47.7） 859（47.5）
人と話したりする仕事 276（25.0） 295（24.9） 451（24.9）

体を使う仕事 271（24.5） 315（26.5） 484（26.8）

1,014/1,187人（85.4％），2022年調査が 1,538/1,807人
（85.1％）だった。「子どもに食べさせられないことが
あった」について，「なかった」と回答した父親は，2020
年調査が 611/1,105人（55.3％），2021年調査が 1,064/
1,187人（89.6％），2022年調査が 1,588/1,807人（87.8％）
だった。「子どもに暴言を吐いた」について，「なかっ
た」と回答した父親は，2020年調査が 552/1,105人
（50.0％），2021年調査が 942/1,187人（79.4％），2022
年調査が 1,448/1,807人（80.1％）だった。つまり，2020
年調査を除いて，80％前後の父親は，不適切な養育
を「なかった」と回答していた。

2020～2022年の 3年間の父親の不適切な養育を比
較したところ，全ての項目で「該当しない/答えたく
ない」の回答のみに，有意な差があった（p＜0.01）。
末子の年齢ごとの回答状況として，2020年調査で「該
当しない」を選択した父親は，子どもの年齢が低いほ
ど多かった。また，「子どもに暴力を振るった」「子ど
もに暴言を吐いた」は全ての調査で，3歳以上の末子
がいる父親が「あった」と回答する傾向がみられた（表
3）。
家庭内で行われた不適切な養育を，表 4に示す。不

適切な養育のうち，「しばしばある」または「まれに

ある」と回答した父親の割合が高かった項目は，「か
らだ（尻・手・頭・顔など）を叩く」の 408/1,105人
（36.8％）と，「大声で叱る」の 654/1,105人（59.1％）
であった。一方で，「子どもに食事を与えない」の 1,010/
1,105人（91.3％）や，「夜間，子どもだけ残して外出
する」の 1,010/1,105人（91.3％）では，90％以上の
父親が「まったくない」と回答していた。また，家庭
内で行われた不適切な養育と属性間に，有意な関連は
みられなかった（表 5）。

Ⅳ．考 察

JACSIS研究の 3年間のデータを比較したところ，
乳幼児をもつ父親による不適切な養育に顕著な差異は
認められなかった。一方で，乳幼児をもつ父親とその
家庭の一定数で，不適切な養育が行われている可能性
が示唆された。本研究の結果は，乳幼児をもつ父親や
家庭に対して，子どもへの不適切な養育を防ぐ取り組
みの必要性を示すものであった。
本研究の対象となった父親の平均年齢は，全調査期

間とも 36歳であった。国内における子どもの出生時
の父親の平均年齢は，2021年度に 34.2歳であった１７）。
本研究では，出生後数年にあたる幼児をもつ父親を対
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表 2　父親による子どもへの不適切な養育
2020 年（n＝1,105） 2021 年（n＝1,187） 2022 年（n＝1,807）

n（%） n（%） n（%）
子どもに暴力をふるった

あった 51（ 4.6） 83（ 7.0） 94（ 5.2）
　なかった 599（54.2） 1,014（85.4） 1,538（85.1）
わからない 58（ 5.2） 64（ 5.4） 116（ 6.4）
該当しない 397（35.9） ― ―

答えたくない ―  26（2.2） 59（3.3）
子どもに食べさせられない
ことがあった

あった 41（ 3.7） 45（ 3.8） 73（ 4.0）
　なかった 611（55.3） 1,064（89.6） 1,588（87.8）
わからない 54（ 4.9） 52（ 4.4） 103（ 5.7）
該当しない 399（36.1） ― ―

答えたくない ―  26（2.2）  43（2.4）
子どもに暴言を吐いた

あった 98（ 8.9） 136（11.5） 180（10.0）
　なかった 552（50.0） 942（79.4） 1,448（80.1）
わからない 60（ 5.4） 80（ 6.7） 124（ 6.9）
該当しない 395（35.7） ― ―

答えたくない ―  29（2.4）  55（3.0）

象としていることから，平均的な年齢層の父親といえ
る。また，父子家庭は 2020年調査が 16/1,105人（1.4％），
2021年調査が 15/1,187人（1.3％），2022年調査が 9/
1,807人（0.6％）と，全期間 1％程度で，全国の父子
家庭の割合の 0.7％とほぼ同程度であった１８）。核家族
の割合は，2020年調査が 1,024/1,105人（92.7％），2021
年調査が 1,130/1,187人（95.2％），2022年調査が 1,732/
1,807人（95.8％）であり，国内の平均が 84.2％であ
るのに対し１８），本研究の方が高くなっていた。親と子
どものみの世帯は都市部に多く１８），本研究でも都市部
に居住する父親が多かったことが，核家族が多かった
理由と考えられる。居住地域は子どもの出生割合とも
関連しており，2020年の都道府県別出生割合は，東
京都，大阪府，神奈川県，愛知県，埼玉県の順に高かっ
た１９）。これは，本研究の居住者数が多かった地域と一
致していた。父親の属性には，日本の乳幼児をもつ父
親の属性との大きな差異はみられないため，本研究は
一般的な父親を対象としていると考える。
何らかの不適切な養育を行ったことがあると回答し
た父親の割合は，6％前後であった。これは，アメリ
カ合衆国保健福祉省が行っている児童虐待・ネグレク
トの年次調査で報告された被虐待児の割合（人口 1,000
人あたり 8.7人）や５），国内の児童相談所における児
童虐待相談の対応件数の中で人口比が最も高かった都
道府県（人口 1,000人あたり 10.9人）と比較して２０），

大きな差異はなかった。一方，COVID-19流行以前に
行われた研究では，約 28％の父親が何らかの虐待的
な子育てをしており７），それと比して父親による不適
切な養育は少なかったといえる。本研究は COVID-19
流行下に行った調査を用いており，同時期に父親は育
児ストレスの顕著な上昇等，子育てに伴う困難を経験
し２１），平時以上に不適切な養育が起こりやすい状況に
あったにもかかわらず，大半の父親が不適切な養育を
行っていなかった。先行研究によると，10代の子ど
もによる自己評価でも，COVID-19流行前後の虐待の
発生状況に大きな変化はなく，虐待を受けたことを報
告した子どもは数％であった２２）。子どもの年齢層は異
なるものの，不適切な養育に関する子どもと父親の評
価に大きな差はなく，父親による不適切な養育は実際
に少なかった可能性が高いといえる。調査時期はテレ
ワークの導入等により，父子の関わりが増えた時期で
もある。父親が子どもと日常的に関わることは，父親
の不適切な養育を抑制することが報告されている２３）。
本研究でも，父親の生活の変化が不適切な養育の抑制
に寄与した可能性が示唆された。ただし，父親の不適
切な養育に対する保護因子については，世界的にも研
究が限られているため，今後さらなる検証が必要であ
る。なお，2020年調査に「該当しない」と回答した
父親が突出して多かった背景には，子どもに対する父
親の認識が関わっていることが推測される。例えば，
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表 4　家庭内で行われた子どもへの不適切な養育（n＝1,105）
n（%）

からだ（尻・手・頭・顔など）を叩く
しばしばある 29（ 2.6）
ときどきある 123（11.1）
　まれにある 256（23.1）
まったくない 697（63.0）

子どもをなぐる
しばしばある 17（ 1.5）
ときどきある 39（ 3.5）
　まれにある 78（ 7.1）
まったくない 971（87.8）

子どもに食事を与えない
しばしばある 18（ 1.6）
ときどきある 32（ 2.9）
　まれにある 45（ 4.1）
まったくない 1,010（91.3）

夜間，子どもだけ残して外出する
しばしばある 15（ 1.4）
ときどきある 32（ 2.9）
　まれにある 48（ 4.3）
まったくない 1,010（91.3）

大声で叱る
しばしばある 75（ 6.8）
ときどきある 239（21.6）
　まれにある 340（30.7）
まったくない 451（40.8）

子どもを無視する
しばしばある 18（ 1.6）
ときどきある 41（ 3.7）
　まれにある 109（ 9.9）
まったくない 937（84.7）

表 5　家庭内で行われた子どもへの不適切な養育と属性間の関連
父親の年齢 末子の年齢 学歴 世帯年収

からだ（尻・手・頭・顔など）を叩く 0.01 0.01 －0.44 0.07
子どもをなぐる －0.00 －0.03 0.15 0.01
子どもに食事を与えない 0.01 －0.01 0.15 0.07
夜間，子どもだけ残して外出する 0.01 －0.03 0.15 0.06
大声で叱る 0.03 －0.00 －0.22 －0.01
子どもを無視する 0.02 0.01 －0.19 －0.02

スピアマンの順位相関係数

言語的な理解がまだできない乳幼児に対して，暴言を
用いることを適当でないと考えた場合，「該当しない」
を選択する可能性がある。実際，年齢の低い父親ほど，
「該当しない」を選択していた。もしくは，「ない」と
「該当しない/答えたくない」の回答者の割合が 3年間
でほぼ変わらないことから，2020年調査時は不適切
な養育をしていない父親の一定数が，「該当しない」を
選択していた可能性がある。いずれにせよ，本研究の
結果のみでその理由を明確化することは困難である。

全体的な割合は低いものの，一定数の父親が子ども
に不適切な養育を行っており，特に子どもへの暴言を
用いた父親は，2020年調査が 98/1,105人（8.9％），2021
調査が 136/1,187人（11.5％），2022年調査が 180/1,807
人（10.0）％と，他の不適切な養育より割合が高かっ
た。先行研究では，父親による虐待的な子育てのうち，
子どもに感情的な言葉を用いることが最も多く７），本
研究でも類似した結果が得られた。日常的に子どもに
対して感情的な言葉を発している親は，子どもへの対
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応の困難さやメンタルヘルスの悪化等を有しているこ
とが示唆されており２４），親が困り感を抱いている可能
性が高い。例えば，自身の怒りを行動で示す父親は，
子どもに暴言を用いる傾向があることから，父親の怒
りに対する行動変容を促し，子どもへの暴言を防ぐこ
とにつながる支援が有用であると考える。さらには，
乳幼児期から不適切な養育を受けていた子どもは，そ
の後も慢性的に不適切な養育を受ける割合が高い２５）。
そのため，早い段階からの父親の不適切な養育を防ぐ
支援が欠かせない。日本では国策として，妊娠期から
の切れ目のない支援を展開しているが１１），子どもの出
生前や出生早期からの父親への支援は限られている。
母親への妊娠期からの介入は，不適切な養育を防ぐこ
とが明らかとなっていることからも２６），父親へも子ど
もの出生前からの継続的な支援を行うことが望ましい。
また，父親の不適切な養育を防ぐために，経済的支援
や仕事のストレスの軽減等，父親の不適切な養育のリ
スク因子を改善することをはじめとした，効果的な支
援の検討が必要であると考える。
家庭内で行われた不適切な養育として，父親の約 4
割が子どもを叩くことを，約 6割が子どもを大声で叱
ることを「ある」と回答していた。COVID-19の流行
期に，0～17歳児を育てる親（94％が母親）の約 50％
が「怒鳴る」，約 10％が「平手打ち/叩く」を用いて
いたことや２７），COVID-19流行以前には 30％の 1歳
児が家族から叩かれていたことが明らかになってい
る９）。これらと比較しても，本研究では父親が認識す
る家庭内で行われた不適切な養育の割合が高かったと
いえる。子どもを叩くことや大声で叱ることは，子ど
もの問題行動を高めることと関連があり２８），のちに深
刻な虐待へと発展するリスクがあることが示唆されて
いる。また，本研究では，子どもの年齢や属性と家庭
内で行われた不適切な養育間の関連はなかったものの，
教育歴や世帯年収が低い親の方が子どもを叩く傾向が
あることや２９），子どもの年齢が低いほど，親は大声を
用いて子どもの行動を制御する傾向があることが報告
されている３０）。一般に乳幼児をもつ親は，子育てへの
労力が大きく，育児ストレスや困難感が高まりやすい
ことから，親への支援の必要性が高い。親が子どもを
叩くことや大声で叱ることを防ぐため，親の負担感を
軽減することがわかっている，継続的な家庭訪問等の
支援が望ましいと考える３１）。また，子どもを大声で叱
る親への効果的な支援は見当たらないものの，親の不

適切な養育を予防する方法の 1つとされる，親の子育
てへの自信を高める介入が有用である可能性が考えら
れる。
本研究には，いくつかの限界がある。まず，インター

ネット調査会社に登録している父親のみを対象として
いるため，物理的に登録ができない父親等を含め，多
様な背景をもつ父親全てを反映した結果は得られてい
ない。調査に際して，父親に対象児の優先順位を提示
しており，父親の回答が乳幼児以外の子どもに対する
ものである場合が考えられる。先行研究では，不適切
な養育を受けている子どもがいる家庭では，きょうだ
い児も不適切な養育を受ける割合が高いことや５），年
少児ほど不適切な養育を受ける場合が多いことが示さ
れている３２）。その点から，本研究は乳幼児への不適切
な養育の実状も反映している可能性があると考える。
また，子どもへの不適切な養育は，父親の主観的評価
に基づくデータを用いており，客観的な立証が不十分
である。父親の不適切な養育には多様な形態があるが，
本研究ではその一部のみを扱っている。将来の研究で
は，乳幼児への不適切な養育のさらなる理解と，乳幼
児をもつ父親や家庭全体に適した不適切な養育を予防
する支援方策を開発することが望まれる。

Ⅴ．結 論

JACSIS研究の 3年間のデータの比較を通じて，乳
幼児をもつ父親の 6％前後は，不適切な養育を行って
いたことが明らかとなった。父親とその家庭内で行わ
れていた不適切な養育の中では，「子どもへの暴言」と
「子どもを大声で叱る」の割合が高かった。乳幼児へ
の不適切な養育は，子どもの健全の発達を阻害する可
能性があるため，父親を対象としたプログラムの実施
等，不適切な養育を防ぐ支援の必要性が示唆された。
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〔Summary〕
Preventing parents from maltreating their children and supporting parent-child relationships is crucial for the

healthy growth and development of infants and children. Understanding actual paternal-child maltreatment and
providing suitable support may help in preventing child maltreatment in the family. Therefore, this study aimed
to clarify trends in child maltreatment by fathers and other family members using data from the JACSIS study,
an internet cohort study, for the period 2020, 2021, and 2022. This study comprised data obtained from fathers
with children aged 0-5 years. Data regarding sociodemographic information, employment status, paternal child
maltreatment (three items, e.g., violence against their children), and child maltreatment in the home (six items,
e.g., spanking children’s body) were used as the evaluation items of this study. The study included 2,885 fathers.
Approximately 10% of fathers admitted to using abusive language toward their children, and this rate was the
highest among paternal child maltreatment cases. Moreover, 59.1% of fathers reported that their children were
yelled at by family members, making it the most prevalent form of child maltreatment in the home. Based on the
findings of this study, it is desirable to provide ongoing support for fathers. Furthermore, parents with infants
and young children should receive support focused on interventions to alleviate parental stress and challenges.

Key words: Young children, fathers, child maltreatment, COVID-19
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